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1.ケーブルテレビの概要
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2.ケーブル業界の地域BWAの現状
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 地⽅における無線需要・ニーズは強く、地域BWAの導⼊⾃治体数（基地局数）が増加中。
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2017年1⽉18⽇時点 2017年12⽉31⽇時点 2018年11⽉15⽇時点 2019年7⽉31⽇時点

③~⑤46事業者

全152事業者

③~⑤17事業者

出典︓(⼀社)⽇本ケーブルテレビ連盟による地域BWA進捗アンケート

③~⑤66事業者

⑤商⽤サービス中

④商⽤サービス準備中
③総務省申請中③~⑤の進捗

①検討中

②⾃治体協議中

全45事業者

全159事業者

事業者80社（⾃治体数224）が地域BWAを導⼊（準備中含む）
検討中・⾃治体との協議中の事業者を含めると159社（⾃治体数495）
※連盟加⼊のケーブルテレビ事業者のサービスエリアは981⾃治体

全159事業者

③~⑤80事業者
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2.ケーブル業界の地域BWAの現状
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 地域BWAのユースケースは、災害時の連絡⽤や避難所WiFiから、公共交通機関WiFiバックホー
ル、遠隔授業などへと着実に増えており、今後も地域での⽤途を拡⼤する予定。

地域BWAを活⽤した遠隔授業地域BWAを活⽤した市内電⾞（路⾯電⾞）フリーWiFi

スマホ＋BWA、マルチアングルによる「地域コンテンツ⽣中継」

出典）愛媛CATV提供資料
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3.ローカル５Gの地域展開に必要なこと
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コストコスト
• 地⽅の⼩企業等では⾼額なシステムの

導⼊活⽤は難しいため、構築・運⽤等費
⽤を低廉化させること

体制体制

• ⾯的なカバーがし易い周波数の活⽤
• 多様なユースケースの実現、地域の

様々なユーザが利⽤できる環境整備
• 基地局や関連インフラ共⽤

具体的な課題・条件視点 対応・解決の⽅向性

ユース
ケース
ユース
ケース

波及効果波及効果

• 地域課題の解決に資すること
• 地域特性(エリア、産業構造等)やニーズ

に応じた多様な導⼊形態を実現すること
• ローカル5Gのメリットを活かすこと

• 多様な形態を許容する条件設定(屋
内・屋外利⽤、帯域幅等)

• 地域課題・ソリューション・効果(アウト
カム)の評価

• 地域課題解決に向け、導⼊から効果の
評価等まで⼀貫して取り組める主体や体
制があること

• 地域課題・ニーズと向き合う、問題発
⽣時にも対応できる等、地域に根差
した企業等が取り組む

• 個々のユースケースがもたらす経済性(ビ
ジネス)に限らず、地域全体の⽣産性向
上と持続的成⻑を図っていくこと

• ローカル5Gが地域経済・社会にもたら
す、本質的なインパクトに着⽬

• 段階的な整備や展開
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(参考)ローカル5G等次世代インフラがもたらす効果

7出所）ICTインフラ地域展開戦略検討会︓資料４－３「次世代ICTインフラによる社会・経済的効果について」（三菱総合研究所提出資料）より

 地域固有の産業構造等に応じた導⼊・利活⽤を進めることで、ヒト・モノ・カネ・情報等の流動性を
⾼めながら、新たな市場創出や雇⽤の再配置など、全体かつ中⻑期的視座が必要。

図.次世代ICTインフラがもたらす地域の社会・経済的効果の考え⽅
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4.ローカル5G ユースケース

農業
 ローカル5Gを活⽤したスマート農業な

ど、産業振興や農村集落の活⼒維持、
良好な農業環境の維持・向上を図る

安⼼・安全(防災)
 ローカル5Gを活⽤した河川エリアの監視

や災害時情報網による安⼼・安全等、
環境づくりと⽣活を⽀える都市的サービ
ス機能を提供する

モビリティ（物流・交通等）
 ローカル5Gとドローン・ロボット等の活⽤

(点検や⾃動化等)により、⽣産機能の
⽴地誘導、産業拠点を⽀える物流機
能の強化を図る

⼯業等産業
 ローカル5GとIoT・AIプラットフォーム等と組み

合わせる等で、検査⾃動化、予兆保全、安
全確保等により、集積地等の⽣産機能の強
化と⽴地誘導を図る

⽣活・暮らし
 ローカル5Gで商業・⽂化・観光・医療・

教育など地域住⺠の⽣活や暮らしの多
様なニーズに対応し、物や⼈の流通の活
性化等魅⼒ある都市機能の集積を図る

地域におけるローカル5G基盤

農業・酪農地区

⾼次都市機能拠点

⼯業・産業
集積地区

⽥園居住地区

物流拠点

臨海・湾岸地区
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4.ローカル5Gのユースケース 〜安⼼・安全(防災)分野〜

• 災害の早期余地・検知
• 災害へのインフラ対応、災害発⽣後の⾏動の

最適化

課題課題
• ⼟砂災害・浸⽔害等予兆検知の精度向上
• 早期かつタイムリーな住⺠向け情報提供や避

難誘導による⼈命的危機の回避

効果(アウトカム)効果(アウトカム)

屋内 敷地内屋外 屋外
屋内の監視カメラ
と無線化

敷地内の監視カ
メラ設置と無線化

複数⼟地を跨る
監視カメラ設置や
ドローン監視

導⼊期 発展期

ドローンによる遠隔での映像
監視

ドローンによる避難誘導（遠
隔制御、住⺠向けの指⽰
等）

ソリューションソリューション

対象エリア毎のユースケース(例) 段階的な実装イメージ

• 上流に設置した⾼精細映像カメラやセンサーを
利⽤した河川・インフラ遠隔監視
• ドローンによる遠隔監視やアラート・避難誘導
• ⼾別受信機等を利⽤した⾏政や住⺠向け警

報・⼀⻫同報システム
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4.ローカル5Gのユースケース 〜⼯業分野〜

• 製造業・物流業等における⼈材不⾜
• 企業における新産業技術の利活⽤

課題課題

• ⾃動化・効率化による⽣産性・安全性向上
• 企業誘致、地場産業の活性化

効果(アウトカム)効果(アウトカム)

屋内 敷地内屋外 屋外
⼯場内の無線
化・無線の⾼度
化

⼯業・港湾地区
における無線化・
⾃動化

屋外現場での遠
隔制御

導⼊期 発展期

映像監視による⾒える化 ロボットの遠隔制御

リアルタイムモニタリング ⾼精細画像・AI分析

ソリューションソリューション

対象エリア毎のユースケース(例) 段階的な実装イメージ

• ⾼精細映像カメラやセンサーによる稼働状況の
⾒える化(⼤量の対象物の数量カウント、不良
有無や場所等の画像解析、等)
• 超低遅延性を活⽤した機器間連携や機器制

御システム
• ⼯場内ドローン・ロボット(AGV・AGF・AMR)制

御・⾃律運転
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4.ローカル5Gのユースケース 〜医療分野〜

• 地⽅での医師不⾜による診療科の維持・存続
• 地域間での医師の偏在、体制・⼈員不⾜
• 医療情報システムの導⼊・情報共有化の推進

課題課題
• 都市部と他⽣活地区との医療格差の是正
• 患者と医療従事者の負担軽減、予防医療
• 医療業務の効率化・働き⽅改⾰

効果(アウトカム)効果(アウトカム)

屋内 敷地内屋外 屋外

病院内の無線化
病院敷地内屋外
や病院拠点間の
無線化

居住区と病院や拠
点・地域間での遠
隔診療

導⼊期 発展期

遠隔地への医療情報の提供 遠隔地への診療の提供

リアルタイムモニタリング ⾼精細画像・AI分析

ソリューションソリューション

対象エリア毎のユースケース(例) 段階的な実装イメージ

• 病院における⾼精細カメラによる勤怠管理(顔
認証等)・不審者検知防犯・誘導
• ⾼精細診断映像の共有システム(看護師・患

者も活⽤)やテレビ会議映像システム
• ⼤学病院と地域診療所・⾃宅等をつないだリア

ルタイムモニタリングによる⾒守り・⾃⽴⽀援、イ
ンタラクティブなオンライン診療サービス
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4.ローカル5Gのユースケース 〜教育分野〜

• ⼈⼝減少や地域外へ転出に伴う⼩中学校・
⼩規模化
• 域外教育機関・研究機関との連携強化

課題課題
• 域内の教育資源の活⽤（地産地消型）
• 地域間の教育格差の是正
• 世代横断的なリカレント教育の実現

効果(アウトカム)効果(アウトカム)

屋内 敷地内屋外 屋外
教室内の無線化
(デジタル教科書
の活⽤等)

屋外含む校内の
無線化

隣接・遠隔地域
間での遠隔授業

導⼊期 発展期

教室内の教材利⽤ 複数地点での遠隔授業

ソリューションソリューション

対象エリア毎のユースケース(例) 段階的な実装イメージ

• 映像配信等を活⽤した遠隔授業
• ⾼セキュリティ性を活⽤した映像含む教材共有

等のICT教育システム
• ⾼精細映像やモビリティを活⽤した学校・⾃宅

学習塾等エリアや場所を問わない教育システム
や住⺠の交流環境の提供
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4.ローカル5Gのユースケース 〜映像利活⽤分野〜

• 地域コンテンツの制作⼒・発信⼒向上
• 災害時の地域住⺠への迅速な情報提供

（デジタルデバイドの解消等）

課題課題
• 効率的な地域コンテンツの制作
• 地域のコンテンツ・イベント等の活性化
• 災害対応を含む広義のデジタルデバイドの解消

効果(アウトカム)効果(アウトカム)

屋内 敷地内屋外 屋外
アリーナ内での映
像配信

地域住⺠・世帯
向けの映像配信

屋外での撮影映
像や災害等の送
受信

導⼊期 発展期

リアルタイム映像伝送
地域における多様な映像コン
テンツの制作・配信基盤の構
築

ソリューションソリューション

対象エリア毎のユースケース(例) 段階的な実装イメージ

• 放送局等の制作コンテンツ、スタジアム・アリーナ
等の試合の⾼精細映像の伝送回線
• ローカル5GのFWAを活⽤した地域住⺠・世帯

やパブリックビューイング向けの映像配信（災害
時の情報発信等）
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まとめ（提案及び課題）

 ケーブル業界は、全国キャリアと⽐べると資⾦⼒・技術⼒は劣る⼀⽅で、 光ファイ
バー等の有線インフラ、問題発⽣時も駆け付けられる体制等、地域に根差した事
業者としての強みがある。

 地域のサービスプロバイダーとして、地域BWAサービスでの実績やユースケース拡
⼤を踏まえ、地域の無線活⽤を通じて地域課題に取り組んでいく。

 地⽅における無線需要は強く、屋内・屋外を問わず多様な分野におけるローカル
5Gのユースケースに対してニーズがある。

 ローカル5Gの当⾯の課題は導⼊等コストであり、中⼩企業では⾼額システムの活
⽤難しく低廉化が必要である。

 そのため、⾯的カバーのし易い周波数帯(サブ6GHz帯)で、屋内外かつ5Gシステ
ムの性能を⼗分⽣かせる帯域幅での利⽤は必須であるとともに、基地局等
RAN(Radio Access Network)や関連インフラの共⽤の促進等⼯夫も必要で
ある。
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